












令和 7 年度産業廃棄物処理計画書（産業廃棄物の実績及び計画の量） 単位：ｔ

実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画

１　燃え殻 0.00

２　汚泥 3.96 3.84 3.96 3.84 3.96 3.84 3.96 3.84

３　廃油 30.92 29.99 30.92 29.99 30.92 29.99 30.92 29.99

４　廃酸 0.25 0.24 0.25 0.24 0.25 0.24 0.25 0.24

５　廃アルカリ 0.27 0.26 0.27 0.26 0.27 0.26 0.27 0.26

６　廃プラスチック類 21.53 20.88 21.53 20.88 10.55 10.23 21.53 20.88

１　紙くず 0.00

２　木くず 17.11 16.60 17.11 16.60 0.00 17.11 16.60

３　繊維くず 0.00

４　動植物性残さ 0.00

５　ゴムくず 0.00

６　金属くず 6.57 6.37 6.57 6.37 0.00 6.57 6.37

７　ガラスくず・コンク
リートくず及び陶磁器く
ず

0.50 0.48 0.50 0.48 0.00 0.50 0.48

８　鉱さい 562.05 545.19 562.05 545.19 222.88 216.19 550.66 534.14

９　がれき類 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

10　家畜ふん尿 0.00

11　家畜の死体 0.00
12　動物系固形不要
物

0.00

13　ばいじん 0.00

14　処分するために処
理したもの

0.00

0.00

0.00

643.15 623.86 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 643.15 623.86 268.83 260.76 631.76 612.81 0.0 0.0 0.0 0.0

【記載方法】

・「自ら再生利用を行った（行う）量」の欄は、自ら直接再生利用した量と自ら中間処理した後再生利用した量を記載してください。

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を
行った（行う）量

自ら直接再生利用した
量等を含めた事業場に
おける産業廃棄物の合
計量

認定熱回収施設設置者
（廃棄物の処理及び清
掃に関する法律第15条
の３の３第１項の認定
を受けた者）

⑦ ③＋⑨

※　総排出量＝自ら再生利用を行った（行う）量＋自ら中間処理により減量した（する）量＋自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った（行う）量＋全処理委託量

政
　
令

合　　計

優良認定処理業者（廃
棄物の処理及び清掃に
関する法律施行令第６
条の11第２号に該当す
る者）

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

自ら直接再生利用する
量と自ら中間処理を
行った後に再生利用す
る量

中間処理前の量から中
間処理後の量を引いた
量

自ら直接埋立・海洋投
入処分する量と自ら中
間処理した後に自ら埋
立・海洋投入処分する
量

産業廃棄物の種類

②＋⑧

認定熱回収業者
への処理委託量

自社内で処理を行わず
直接委託した量と自ら
中間処理した残さ量の
うち処理業者に委託し
て処理する量

中間処理後、有効利用
されている場合の委託
量（委託先から別の業
者に売却等される場合
を含む。）

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

認定熱回収施設設置者
以外の熱回収を行って
いる処理業者への焼却
処理委託量

全処理委託量

別紙１ 実績：前年度産業廃棄物排出量

計画：当年度産業廃棄物排出量の目標値
処理の委託

⑤

総排出量
自ら再生利用を
行った（行う）量

自ら行う中間処理

自ら熱回収を
行った（行う）量

自ら中間処理により減
量した（する）量

・「自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った（行う）量」は、自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量と自ら中間処理した後自ら埋立処分又は海洋投入処分をした量を記載してください。

⑪ ⑫ ⑬ ⑭

・各産業廃棄物の種類ごとに該当の箇所の左に前年度の実績（現状）を右に本年度の目標（計画）の産業廃棄物の量を記載してください。
・「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入し、右欄にそれぞれの内訳を記載してください。

① ⑩

法
　
律


